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災害に強い企業を目指すエネジン 毎年3.11に防災訓練

東日本大震災から15年という節目に、改めて「エネルギーを供給する企業の責任」の重さを噛みしめて

おります。記事にもあります通り、私たちエネジンはLPガスという「災害に強い分散型エネルギー」を扱う

企業として、いざという時に地域のお客様の暮らしを守り抜くことが最大の使命です。昨夏の津波警報

の際など、実際の災害対応で得た教訓を風化させることなく、日々の訓練に落とし込むことで、社員一

人ひとりの防災意識と対応力を高めています。

地域のインフラを支える存在として、災害発生時に迅速に復旧・支援体制をとれるよう、今後も自治体

や近隣企業との連携を深め、「エネジンなら安心」と言っていただける強靭な組織づくりに邁進してまい

ります。


